








日本のマルクス主義はかつて日本資本主義分析

で講座派と労農派に分かれて日本資本主義論争ま

で行われた。労農派に属する人たちがのちの左派社

会党や社会主義協会の理論的ブレーンになったの

は周知のことであるが、大木氏はこの事実を認めず、

日本の社会民主主義と世界の社会民主主義と一緒

くたにした批判をしている。まさかとは思うが本人

は若い頃からの「狭い学校政治」の中で、思い込み

で本当に知らないのかもしれない。さらにスウェー

ン批判をするならスウェーデン社民党のこの間

の活動についての事実による批判をするかといえ

ばそうではない。自らの「観念」という教条での説 だ本当の

教でしかない。 味での一致

また本批評で「全労連が左派労働運動といわれる 点で共闘を

ゆえんはない」なんて息巻いている。統一労組懇，

時代から全労連結成にかけて私たちも「左派結集」

を何回となく叫んだ経験がある。全労連が左派でな

いというのは右派なのかというスタンスでもない。

全労連なり日本共産党は揺るぎない「奔流jであり

「左派右派という俗っぽい表現」はしてほしくない

のだろうか。これには多くの人が驚いたという。

1990 年代以降の労働現場の厳しく困難な状況は、

多くの心ある人々が手を取り合う必要があること

を明らかにした。高い目線から評価ずるのは全労連

としても迷惑であろう。実際に全労連や労働総研周

辺の何人かにこの批評について聞いてみたら、正直

「困っている」という声が聞こえてきた。晩節を汚

した荒堀広氏みたいなことはないとは思うが、いつ

までも固い頭でい

ることにはある種

のすごさを感じる。

最近の日本共産

党の躍進を担った

ちには、

マルクスすら読ま

ずに、議員になっ

た人もいる。労働

組合幹部ですら

本論を読んだこと

がない人もいる。

大木氏の主張が党

内の新しい若い層に受け入れられるとは思えない。

近年の共

党の外側に

いる左派リ

ベラル系の クォー9U-
人からは、日

本共産官ヘ

の評価は高 民主的規制を考える
りつつめ

るが、彼らか

らすれば、ま

めざしてい

るかは懐疑的である。今なお、大木氏のような主張

が全労連系の研究機関の雑誌に登場すると、

部分だけでなく

羞畠更た 労魯還鯰総合訊究序 ］ぞ 拿も虚社

ねない。これでは学者としても政治家としても二流

である。自らの周りの勉強不足でよく知らない人た

ちだけが迎合しており、気がついたら「裸の王様」

になっていたことにもなりかねない。

古くからの共産党員、特に大企業の中で差別され

げられた人の中で散見するが、不屈な闘いを担っ

てきたためか、年老いても歪んで偏屈な人がたまに

いる。だが研究者の中でこれほど教条にこだわった

固い頭の人は、牧野富夫氏以外は大木氏をおいて他

は見られない。大木氏には、社会が変わった現実

を直視する視野を養い、頭脳をときほぐすトレーニ

ングをしていただきたいし、本当の意味で若い人へ

の導きとしての役割を果たして欲しいものである。

今回紹介した文書は日本スターリン主義の残骸を

した貴重で意義ある「書評」である。これからの

運動で、克服しなければならない課題が読み取れる

反面教師の文書である。

透 葱

メタ｝アこ；：しぢ 存勇翌ア

の人からも失望も生み出しか
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戦争の中の兵姑業務

7 月名東区の「ピースあいち」で「民間戦没船

と船員の記録展」が催された。来場者に感想を伺う

機会があった。戦争がいかに残酷なものか、という

意見が最も多かった。また、感想の中には戦争突入

さへの指摘が幾つかあった。その理由として

開戦時には海上輸送の護衛組織すら持たず、戦争後

の 1943 年の 11 月にようやく

こと、つまり兵姑の軽視を挙げていた。 C

レビのインタビューで私は「死亡率が

である 4 3 ％の船員が死んだ事実は、

ても戦閻が始ま

している」と訴え

の

ち
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ュロを船籍港とずる船で

うことか福竜丸の被爆をもたら

を有するマーシャル諸島の首都の

る。こうした便宜置籍船は税制、環境、

3 つのニストからの脱法で成立するC

ー自由に使える植民地である

フリカ・リベリア国と世界一安いコストと

うとしたことに起源を持つ。単に安いと

いう経済的な理由だけではなく戦争と

付くのが便宜置籍船であり見逃せない重要なポイ

ントである。

ビキニ

る名古屋港だが、

日本人船員を

ア日の丸を掲

アは日本商船隊

え

ン人船員
トローラ社製の無線の

スイッチをON にするとよいC 新日

、名港センタートヨタ自動車埠頭やタン

カー桟橋から殆どがタガログ語やフィリピン訛り

のやり取りが聞こえてくるに違い

い。外航の日本商船隊は約 3 千隻で船

10 万人。その 8 割である約 8 万人はフィリピン人

で占め、日本人船員は僅か千人程度に過ぎない。

この国は食糧やエネルギーの輸入、鉄鋼製品や自動

車の輸出は海上輸送に頼るほかはないが、産業を底

で支えているのはフィリピン人船員の労働とい

っても過言ではない。 2 度とフィリピン人を戦火の

巻き添えにしてはならないのだが、戦時の膨大な

の物資輸送の担い手として思い浮かぶのは先ずフ

ィリピン人船員である。

と
ーよるフィリピ

日本人は 310 万人といわれる。但し開戦時の人

フィリピン約 1600 万人、日本が約 7000 万人で

あることを勘案すればフィリピンは戦争の最大の

被害国のひとつであることは言うまでもない。

マニラ市街戦での日本軍による行為は報告として

後世へ残すことも憚られるような残忍なものであ

ったという 3 だが、戦後日本の大衆メディアが扱う

フィリピンの話題は、日本の男たちの売春ツアーで

あり訪日女性である「じゃばゆきさん」だちへ向

る好奇の目であり、台風や津波に怯える貧困著しい

フィリピン民衆の姿であった。中国や韓国と異なり

を訴えることもないこの国では戦争の

ヽち早く風化し、忘れ去られたのであろうか。

フィリ

ー

111 万

目が離せないフィリピンの今後
本年 9 月 19 日の安保法の成立を以て日本は戦争を

できる国となった。改正安保法はPKOを派遣した

スーダンで、そして集団的自衛権はスプラトリー

（南沙諸島）で試される可能性が取り沙汰されてい

る。安倍はフィリピンを「反共親米の価値観を共有

父



ずる国」と臆面もなくみなすに違いない。人々の変

わらぬ貧困と庶民の間で伝統的な反中感情は戦争

へ向かって背を押しかねない危険を芋む。新年の 1

月末に天皇夫妻はフィリピンを訪問する。本来はマ

ニラ戦から 70 年の節目の本年 2 月に首都マニラを

マニラ大聖堂前でフィリピン国民に真心から

「謝罪」すべきであったが、 4 月のパラオ、ペリリ

ュー昂定、命こね余を濁した。日本の戦争に 2 度とフ

ィリピン人を巻き込まない方法は、忘れることでは

なくむしろ彼らの「遺恨」を抱え込み歴史を正しく

継承ずることであろう c 今はフィリピンから目が離

せない。 柿山朗

で貧しかった私の家族ぱ早く私を働か

せようと故郷の長野の昌版社を紹介した。

（私は体育の単位．が足らず 1 年留年していたので）

1 9 6 7 年に就職~その出版社は自治体法規と

の法規に学習参考書の：．本立てという法規出版社。

疎開で長野は印刷・出版会社が多いC 入社時から同

期人社の社員親睦会を作ったり七のつく日：こ喫茶

店で話をする悶寄り合いセブン」を作ったりして、

社員同七の交流こ努めた。私の動きに触発されてーヽ

八名が集まり、労働組合結成の動きがはじまるふ

い名ばかりの「従業員組合ーがあっ

、それは会社．側とツーツーだったので

とか役職はあったが）「乗っ取り」はやめて新規

労働組合結成を目指した。

月に 2, 3 度食常の部犀で会議を持ち、日的、

要求項目左どを討議c 少しづつ組繊拡大。約

年の r地下活重力」を経て労働組合結成し、この労組結

成に至る過程には私にも分からないナゾがあっ

委員長 II さんが自殺未遂。他の人が委員長となる。

私は書記長。

出版社というと

けですぐに出版

し、一発当て

しかし法規出版

さえ集まれば印 頼む

きるので少人数でも経営できる

りの利益を得ることができる。

を見て毎年新版を出さなけ

ればならないし、皮ひもの改正部分だけを差し替え

る r加除本」もあるので、手間もかかるし、

支店があり、社員数は結構多い。組合員は百人近く

いたC 社長は組合結成時「日は芸者の子だったのを

拾ってやったc 恩をあだで返した。と朝礼の時にい

うような人間。吐員の 9 割を組織し、組合結成大会

への参加呼びかけビラを配る編集部次長は茫然と

してそのビラを読んだ。

組合は全印刷総連に加入し、総評（県評）の長野

，，，靡vヽ
日雇労働組合

地区詳議会に加入口担凋専従オルグの指導を受ける

ことになった。執行委員に東京支社への配転命令が

iし＾廿て、地方労働委員会への提訴など対抗策を取るが

解雇を避けるため配転には応じた。会社のテコ入れ

、休眠「従業員組合」が脱落者の受け皿となり、

やにわに「第二労働組合」として「活動」を開始。

今迄は慶弔見舞金などを支払う位の「親睦団体」の

よう左ものであったのだが、私たちの組合からの脱

退者を吸収して多数派となる。

ところが、その「従業員組合」も総評に加盟し、

メーデーでは「従業員組合ーがデコレーションで受

（数の力？）。長野地区評議会は「歯止め」とし

て脱退者の：除名処分」を提起し、組合はそれに賛

したが、雪崩のような脱退者を止めるには至らな

かっ

組合の Iくさんと私が名古屋こ組合対策で警察

の加除作業で出張に行かせられた。私が名古屋出張

から帰ると委員長は組合を脱退していずこ私は入仕

5 年で〗退社］ （敗北）し、学生時代に下宿し、家

庭教師をしていた伏見区の道路舗装会社に連絡を

して就職それは失意のうちのヤケッパチ就職でな

く、肉体労働に憧れていたからである。道路舗装会

仕解散を経て憧れの“暴動の街”釜ヶ崎へ行き

をしながら釜共闘（暴力手配師追放釜ヶ崎共闘会議）

のメンバーとして活動することになる（釜ヶ崎 5 年

→母烏でヤクザ

の暴力的敵対を

はねのけ、労組結

成して 2016 年 39

こなる）。
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